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ⅠⅠⅠⅠ．．．．研究研究研究研究のののの背景背景背景背景    

近年、医療の発展や、少子化、核家族化といった家族構造の変化により、死を病院で迎

える人が多くなっている。患者とその家族が病院でよりよい死を迎えるには、看護師から

質のよいターミナルケアを受けることも大切な要素である。ターミナルケアは死生観と関

係すると言われ、ターミナルケアを行う看護師には、死に対しての肯定的な態度が必要と

言われている。しかしながら、実際に死生観とターミナルケア態度について明らかにして

いる研究は少なく、看護師の死生観とターミナルケアの関係について明らかにすることは、

看護ケアの質の向上を考える上で意義があると考える。 

 

ⅡⅡⅡⅡ．．．．目的目的目的目的    

ターミナルケアに関わる看護師がどのような死生観を持っているのか、そして看護ケア

態度の一つであるターミナルケア態度について、ターミナルケアに関わる看護師がどのよ

うな態度を持っているのかを明らかにした。また、死生観とターミナルケア態度との関係

を明らかにするために、他の要因を調整した分析を行った。 

 

ⅢⅢⅢⅢ．．．．研究方法研究方法研究方法研究方法    

都内の一般病院に勤務する全看護職員 153 名に質問紙を配布し、回答の得られた 131 名

を対象とした（回収率 85％）。分析は質問紙の各設問において欠損値のない回答のみを有

効とし、実施した。調査期間は 2007 年 12 月～2008 年 1 月であった。質問紙は、各部署の

科長を通して配布され、同科長によって集められ、看護部長室へ届けられた。調査内容は、

年代や性別、婚姻の有無、看護経験年数、職場、職場での職位、3 年以内のターミナルケ

アに関する教育や学習の有無、家族や友人との死別体験の有無、宗教の有無、主観的健康

度、現在、過去の疾病の有無、自分や家族の死を意識するような病気や怪我の有無といっ

た背景要因、森口らによる臨床看護職者の仕事ストレッサー測定尺度、平井らによる「死

生観尺度」、中井らによる「Frommelt のターミナルケア態度尺度日本語版(FATCOD-Form 

B-J)」の短縮版である。調査は集団のデータとして処理し、個人が特定されることのない

といった十分な倫理的配慮のもと行った。分析には SPSS16.0 for Windows を使用した。最

初に背景要因と、死生観尺度、ターミナルケア態度尺度の記述統計を行った。次に背景要

因とターミナルケア態度の関係をみるために、背景要因の回答を 2 群に分けて両群のター

ミナルケア態度尺度の点数の差をｔ検定により分析した。死生観とターミナルケア態度の

関係をみるために、両尺度の相関を求めた。他の要因をコントロールした死生観とターミ

ナルケア態度の関係をみるために、単変量の分析でターミナルケア態度と有意な関係を示

した要因を独立変数、ターミナルケア態度尺度を従属変数として重回帰分析を行った。 

 

ⅣⅣⅣⅣ．．．．結果結果結果結果    

死生観尺度、ターミナルケア態度尺度の得点を計算した上で、重回帰分析を行った。そ

の結果、3 年以内にターミナルケア教育を受けた看護師、人生における目的意識の高い看

護師、死への恐怖・不安の低い看護師が死にゆく患者へのケアに対し前向きであることが

明らかになった。また、死への恐怖・不安の高い看護師、寿命観の高い看護師の方が、患

者・家族を中心とするケアの認識傾向であることが明らかになった。 

 



 

2 

ⅤⅤⅤⅤ．．．．考察考察考察考察    

    死生観、ターミナルケア態度については、既存の研究と類似の傾向が示された。死生観

とターミナルケア態度の関係については、死への恐怖・不安の低い看護師が死にゆく患者

へのケアに前向きであるという結果は、先行研究を支持するものとなった。これは、ター

ミナルケアに関わる看護師は、どうすれば死に対しての恐怖や不安を今より軽減できるの

か、どうすれば死を回避しないようにできるかを考える必要があることを示すものである。

人生における目的意識の高い看護師も、死にゆく患者へのケアに前向きであるという結果

は、目的意識の高い看護師は、自分はこう生きていきたい、こう死にたいという希望があ

り、そのような思いから、死にゆく患者に対して前向きな態度を持てたのではないかと考

える。人生において目標意識の高い看護師は、死にゆく患者と接することで、自分自身の

死について考える機会を得ることで、今後の人生において目標や目的といったものを新た

に見出すことも考えられる。ターミナルケアについて学習した看護師が、ターミナルケア

に対して前向きだという結果は、前向きな人がターミナルケアに関して学習した可能性も

あるが、質のよい看護ケアを行うためにも、看護師の自主性だけでなく、定期的にターミ

ナルケアに関する学習をする場を提供する必要があるのではないかと考える。 

死への恐怖・不安の高い看護師が、患者・家族を中心とするケアの認識を有する結果は、

予想外の結果であった。しかしながら、死について恐怖や不安を持っていたとしても患者、

家族を中心としたケアの認識はされているというこの結果は、今現在、死について恐怖や

不安を抱いている看護師にとってよい結果だったのではないか。また、人は死について恐

れや不安が完全になくなることはない。菅原が死への恐れはあるとしても自分なりの死生

観を持ち、「死」の話題を患者と共有し語り合うことが大切だと述べているように、恐れて

いても、死を避けずに関わり、患者や家族にとって最良のケアを提供することが大切なの

ではないかと考える。 

死生観や看護ケア態度は、日々の患者や家族との関わりや、生や死について考え、学習

することによって変化していくものと考えるため、今後も継続して検討するべきであろう。 
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